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５月末現在の会員数794人

（男性451人・女性343人）

（社）沖縄市シルバー人材センター （第５０号） 平成２３年６月５日（１）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる

共 働 一緒になって働き

共 助 お互いに助け合う

〝

平

成

23

年

度

通

常

総

会

〞

開

催
総
会
は
午
後
２
時
に
開
会
さ
れ
、
嘉
陽
理
事

長
の
挨
拶
、
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
に
続
き
、
出

席
会
員
の
中
か
ら
コ
ザ
中
校
地
区
の
仲
宗
根
正

英
さ
ん
が
議
長
に
選
ば
れ
、
総
会
定
足
数
６
１

４
人
（
出
席
者
数
２
６
７
人
、
委
任
状
提
出
者

数
３
４
７
人
）
を
確
認
後
、
審
議
に
入
り
ま
し

た
。第

１
号
議
案
、
平
成
22
年
度

事
業
報
告

第
２
号
議
案
、
同

収
支
決
算
報
告

（
監
査
報
告
）

第
３
号
議
案
、
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

に
つ
い
て

第
４
号
議
案
、
定
款
の
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
、
公
益
社
団
法
人
当
初
の
役

員
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
、
会
員
会
費
規
程
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
、
役
員
の
報
酬
及
び
費
用
に

関
す
る
規
程
に
つ
い
て

第
８
号
議
案
、
理
事
会
に
対
す
る
権
限
委
譲

が
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。第

２
部
懇
親
会
で
は
、
三
線
同
好
会
・
琉
舞

同
好
会
に
よ
る
「
か
ぎ
や
で
風
」
で
幕
開
け
、

理
事
長
挨
拶
、
乾
杯
の
後
琉
球
民
謡
〝
安
里
屋

ユ
ン
タ
〞
〝
め
で
た
い
節
〞
等
が
披
露
さ
れ
た
。

最
後
は
〝
カ
チ
ャ
ー
シ
ー
〞
で
締
め
く
く
り
。

平
成
23
年
度
（
社
）
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
通
常
総
会
が
５
月
30
日
（
月
）
、
沖
縄
市

農
民
研
修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
２
．
３
．
４
．
５

面
に
関
連
）

仲宗根 正英 議長

理事長

嘉陽 榮憲

沖縄市議会議長

仲宗根 弘 様

沖縄市副市長

島袋 芳敬 様

沖縄県シルバー人材
センター連合会長
名嘉元 甚勝 様

来
賓

祝
辞



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年６月５日（２）

「
通
常
総
会
」
理
事
長
挨
拶
要
旨

活
発
な
議
論
を
期
待
！

平
成
23
年
度
総
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま

し
た
沖
縄
市
長
東
門
美
津
子
様
、
沖
縄
市
議
会
議
長

仲
宗
根
弘
様
、
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

合
会
長
名
嘉
元
甚
勝
様
は
じ
め
、
各
拠
点
セ
ン
タ
ー

の
役
職
員
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

去
る
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
、

大
地
震
、
大
津
波
に
福
島
第
一
原
発
危
機
が
加
わ
り
、

死
者
・
行
方
不
明
者
２
万
７
０
０
０
人
余
と
な
り
、

避
難
生
活
者
も
十
数
万
人
と
未
曾
有
の
大
災
害
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も
い
ち
早
く
義
援

金
募
集
に
取
り
組
み
、
日
本
赤
十
字
社
と
全
シ
協
に

合
計
47
万
８
４
４
７
円
を
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
後
と
も
可
能
な
限
り
の
支
援
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
て
、
昨
年
度
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
知
識
や
経

験
を
活
か
し
、
誠
意
あ
る
丁
寧
な
就
業
そ
し
て
、
行

政
、
民
間
会
社
、
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
に
よ
り
、

契
約
金
額
３
億
６
千
２
百
万
円
と
大
き
な
成
果
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
各
中
校
地
区
に
お
い
て
は
、
会
員
自
ら
考

え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
各
種
の
活
動
を
展
開
し
、

セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
昨
年
４
月
か
ら
設
置
し
た
就
業
相
談
（
毎

週
月
、
水
曜
日
）
に
は
、
２
５
２
人
の
方
が
お
見
え

に
な
り
、
就
業
、
入
会
相
談
や
就
業
現
場
に
お
け
る

相
談
な
ど
そ
の
内
容
も
種
々
あ
り
、
相
談
業
務
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

厨
房
を
活
用
し
た
弁
当
販
売
も
調
理
内
容
の
工
夫

に
よ
り
、
会
員
の
就
業
現
場
、
行
政
、
近
隣
の
事
業

所
の
ご
協
力
を
得
て
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

都
市
公
園
管
理
業
務
は
、
公
園
管
理
事
務
所
の
職

員
の
努
力
と
会
員
の
経
験
や
技
術
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
効
率
的

な
管
理
運
営
に
努
め
て

き
た
と
こ
ろ
で
す
。
な

お
、
今
年
度
は
指
定
期

間
３
年
目
の
最
終
年
度

に
あ
た
り
、
再
指
定
に

向
け
て
準
備
を
す
す
め

て
ま
い
り
ま
す
。

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」

に
つ
い
て
は
、
き
び
し

い
運
営
状
況
の
中
、
今

年
度
で
国
の
補
助
金
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
「
ゆ

ん
た
く
ま
ち
や
」
再
生
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
こ

れ
ま
で
の
事
業
内
容
を
検
証
し
、
現
状
維
持
で
は
な

く
「
新
た
な
発
想
に
基
づ
く
再
生
計
画
策
定
」
の
作

業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
「
中
期
事
業
計
画
」
は
、
平
成
22

年
度
で
終
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
23
年
度
か
ら

始
ま
る
「
中
期
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
理
事
会
で

決
定
し
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
配
布
致
し

ま
す
。

本
日
の
総
会
で
は
、
平
成
22
年
度
事
業
・
決
算
報
告

に
加
え
て
、
新
公
益
法
人
の
施
行
に
と
も
な
い
、
公
益

社
団
法
人
へ
移
行
す
る
た
め
の
定
款
、
規
程
等
の
改
正

を
提
案
し
て
い
ま
す
。
本
総
会
で
諸
議
案
が
承
認
さ
れ

た
後
、
７
月
頃
か
ら
移
行
申
請
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

認
定
さ
れ
れ
ば
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
新
法
に
基

づ
く
公
益
社
団
法
人
と
し
て
の
新
た
な
出
発
と
な
り
ま

す
。３

月
総
会
で
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
新
公
益
法
人

制
度
で
は
、
事
業
運
営
の
透
明
性
（
情
報
公
開
）
、
法

令
遵
守
、
自
己
責
任
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、
①
事
業
活
動
の
内
容
を
地
域
に

公
開
す
る
こ
と
、
②
法
律
、
規
程
等
を
し
っ
か
り
守
る

こ
と
、
③
会
員
自
ら
責
任
を
持
っ
て
事
業
経
営
を
す
る

こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
、
役
員
、
事
務
局
職
員
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識
し
、
責
任
を
持
っ
て
職
務
を
遂

行
す
る
こ
と
で
す
。

公
益
社
団
法
人
と
し
て
地
域
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
め
ざ
し
て
共
に
頑
張
ろ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年６月５日 （３）

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度

市総人口（人） １３５,３６３ １３６,１２５ １３６，６２４ １３７，０６０ １３７，８８０

６０歳以上人口 ２８，７６０ ３０，２５０ ３１，６２４ ３２，２７６ ３３，６８３

入会率（％） ２．７ ２．９ ３．１ ３．３ ３．５

会員数（人） ７７６ ８７７ ９８０ １，０６５ １，１７８

就業率（％）
（月平均就業率）

８２．０

（６６．０）

８４．０

（６６．３）

８６．０

（６６．５）

８８．０

（６６．８）

９０．０

（７０．０）

就業実人員（人） ６３６ ７３７ ８４３ ９３７ １，０６０

契約金額（千円） ３６６，２２２ ３７７，１００ ３８７，９７８ ３９８，８５６ ４１６，９８５

沖縄市人口推移＆中期事業計画数値目標

～ 地域に貢献するセンターをめざして ～

中 期 事 業 計 画 が 策 定 さ れ ま し た ！
平 成 ２ ３ 年度 ～ ２ ７ 年 度

平
成
18
年
度
〜
平
成
22
年
度
ま
で
の
前
中
期

事
業
５
ヶ
年
計
画
は
、
大
き
な
成
果
を
残
し
平

成
23
年
３
月
末
で
到
達
期
間
と
な
り
ま
し
た
。

急
速
に
進
展
す
る
超
高
齢
社
会
の
中
で
、
生

き
が
い
を
創
出
し
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
す
る

事
業
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
新
「
中
期
事

業
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

で
、
当
セ
ン
タ
ー
が
は
っ
き
り
し
た
目
標
を
立

て
高
齢
者
や
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
又
期
待
に

応
え
る
た
め
に
、
よ
り
一
層
事
業
の
拡
大
・
拡

充
と
創
出
及
び
会
員
の
増
強
を
図
り
ま
す
。

②

就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大
及
び
創
出

セ
ン
タ
ー
の
事
業
に
お
い
て
の
最
大
の
課
題

で
あ
り
、
特
に
受
注
件
数
の
少
な
い
ホ
ワ
イ
ト

カ
ラ
ー
層
の
就
業
分
野
の
拡
大
、
併
せ
て
適
正
・

公
平
な
就
業
機
会
の
提
供
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

安
全
を
第
一
に
考
え
た
就
業
体
制
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
契
約
書
の
就
業
内
容
等
を
再
確

認
し
適
正
就
業
を
図
る
。

又
、
安
全
・
適
正
就
業
の
徹
底
を
図
る
た
め
、

安
全
就
業
委
員
会
及
び
推
進
員
を
中
心
と
し
て
、

種
々
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

④

運
営
体
制
の
強
化
・
充
実

・
組
織
の
充
実
・
活
性
化

理
事
会
を
始
め
、
専
門
委
員
会
の
更
な
る
充

実
、
地
区
・
地
域
班
の
活
性
化
、
職
群
班
の
活

動
促
進
、
事
務
局
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

・
財
政
基
盤
の
確
立

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
公
共
及
び
民
間
と

も
仕
事
の
受
注
に
関
し
て
は
大
変
厳
し
さ
が
増

し
て
き
て
い
ま
す
。
自
主
財
源
の
大
幅
な
見
直

し
に
よ
り
、
運
営
費
の
財
源
確
保
を
果
た
し
ま

す
。

⑤

公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

関
係
機
関
や
地
域
団
体
と
の
連
携
を
よ
り
密
に

し
、
セ
ン
タ
ー
事
業
と
共
存
を
図
り
ま
す
。

一
、
計
画
策
定
の
基
本
方
針

①

高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
・
安
定
を
図

り
、
健
康
の
維
持
、
経
済
環
境
の
良
化
に
よ

り
〝
高
齢
者
の
生
き
が
い
〞
を
創
出
し
ま
す
。

②

働
く
高
齢
者
の
拡
充
に
よ
り
、
社
会
負
担

及
び
自
治
体
の
財
源
の
軽
減
に
寄
与
す
る
た

め
、
普
及
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。

③

高
齢
者
の
経
験
・
知
識
・
知
恵
等
を
最
大

限
に
生
か
し
、
福
祉
活
動
を
推
し
進
め
る
事

に
よ
り
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会
の
創
造

に
貢
献
し
ま
す
。

④

「
会
員
に
よ
る
、
会
員
の
為
の
、
会
員
の

団
体
」
で
あ
る
事
の
意
識
の
徹
底
を
図
り
、

そ
れ
を
地
域
社
会
に
波
及
さ
せ
、
将
来
的
に

は
会
員
数
を
市
高
齢
者
人
口
の
１
割
を
目
指

す
こ
と
に
よ
り
「
誇
り
と
尊
厳
が
持
て
る
公

益
社
団
法
人
」
と
し
て
の
市
民
権
を
確
立
し

ま
す
。二

、
具
体
的
内
容
・
方
策

①

会
員
の
増
強

急
速
な
高
齢
化
の
進
展
が
予
測
さ
れ
る
中



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年６月５日（４）

第
２
回

理
事
会
開
催

22
年
度
「
事
業
・
決
算
報
告
」
承
認
！

去
る
５
月
17
日
（
火
）
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
会
議
室
に
於
い
て
、
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
本
日
は
、
総
会
前
の
理
事
会
と
い
う
事
で
多
く
の

議
案
を
提
案
し
て
お
り
ま
す
。
十
分
な
審
議
を
お
願

い
し
た
い
」
と
の
嘉
陽
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。報

告
事
項
で
は
、
23
年
４
月
の
事
業
実
績
と
経
過

報
告
が
行
わ
れ
た
。

会
員
数
で
は
、
前
年
比
97
人
の
増
、
受
注
件
数
・

配
分
金
で
同
４
％
、
契
約
金
額
で
は
、
18
％
（
４
４

０
万
円
）
の
伸
び
を
示
し
た
。

議
題
で
は
、

第
１
号
議
案
「
正
会
員
の
承
認
」
で
は
６
人
（
女

性
２
人
・
男
性
４
人
）
が
承
認
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

５
月
17
日
現
在
の
会
員
数
は
７
９
４
人
（
女
性
３
４

３
人
・
男
性
４
５
１
人
）
と
な
っ
た
。

第
２
号
議
案
「
平
成
22
年
度

事
業
報
告
」

第
３
号
議
案
「
平
成
22
年
度

収
支
決
算
報
告
」

第
４
号
議
案
「
役
員
の
報
酬
及
び
費
用
に
関
す
る

規
程
に
つ
い
て
」

第
６
号
議
案
「
『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』
再
生
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」

第
７
号
議
案
「
中
期
事
業
計
画
（
平
成
23
年
度
〜

27
年
度
）
に
つ
い
て
」
（
３
面
に
概
要
）

第
８
号
議
案
「
公
益
社
団
法
人
当
初
の
役
員
に
つ

い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
総
務
広
報
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
、
平
成
23

年
２
月
15
日
理
事
会
提
案
第
３
号
議
案
「
定
款
の
変
更

に
つ
い
て
」
及
び
４
月
15
日
提
案
第
２
号
議
案
「
会
員

会
費
規
程
に
つ
い
て
」
、
同
第
３
号
議
案
「
事
務
費
規

程
に
つ
い
て
」
崎
濱
委
員
長
よ
り
修
正
案
が
提
示
さ
れ
、

審
議
の
末
委
員
長
報
告
通
り
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
た
。

会
員
数
、
契
約
金
額
、
就
業
延
べ
人
員
で
大
幅
増
！

〜

22

年

度

事

業
報

告

よ

り
〜

平成22年度 平成21年度 比 較

会員数 ７５０ 人 ６６１ 人 ８９ 人

受託件数 2,321 件 2,422 件 △ 101 件

契約金額 362,596 千円 342,129 千円 20,467 千円

就業延人員 57,629 人日 52,427 人日 5,202 人日

就業率 ８１．６％ ８３．１％ △ １．５％

①

会
員
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

市
及
び
職
業
紹
介
室
と
の
連
携

に
よ
り
、
会
員
入
会
が
促
進
さ

れ
ま
し
た
。

②

就
業
機
会
の
確
保
・
創
出
で

は
会
員
に
よ
る
就
業
開
拓
、
就

業
相
談
窓
口
（
年
間
２
５
２
件
）

の
開
設
、
各
種
講
習
会
に
よ
る

技
能
の
向
上
を
図
り
、
就
業
人

員
の
増
加
に
寄
与
し
ま
し
た
。

③

安
全
・
適
正
就
業
の
面
で
も
、

事
故
件
数
が
前
年
比
大
幅
に
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

④

沖
縄
市
都
市
公
園
（
指
定
管

理
者
）
受
託
事
業
で
は
、
自
治

会
と
の
連
携
を
深
め
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

⑤

組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
の

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
は
、
企
画
提
案
方
式
事
業

補
助
金
及
び
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
事
業
補
助
金
を

活
用
し
運
営
し
て
き
た
が
、
経
営
状
況
は
厳
し
く
、

国
の
補
助
金
が
本
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
の
安
定
的
な
運
営
を
す
る
た
め
、
〝
再
生
特
別
委

員
会
〞
を
設
置
し
、
再
生
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
再
生
特
別
委
員
会
新
設

委 員 長 諸喜田 信敏

副委員長 森竹 邦良

委 員 識名 章

委 員 崎濱 和秀

委 員 池原 保

委 員 金城 洋子

委 員 中島 位枝

委員会構成メンバー

任期は平成24年3月31日

面
で
は
、
理
事
会
の
活
性
化
に
よ
る
理
事
主
導
型

運
営
の
推
進
に
努
め
、
（
イ
）
三
役
調
整
会
議
（

正
副

理
事
長
・
各
専
門
委
員
会
委
員
長
会
議
）
の

適
宜
開

催
や
理
事
会
の
毎
月
開
催
。
（
ロ
）
各
専

門
委
員
会
・

作
業
部
会
（
総
務
広
報
委
員
会
…
４

回
、
安
全
就
業

委
員
会
…
５
回
、
福
祉
家
事
委
員

会
…
７
回
、
就
業

委
員
会
…
５
回
）
の
開
催
で

問
題
意
識
の
迅
速
な
対
応
と
強
化
に
努
め
ま
し
た
。

⑥

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
各
中
校
地
区
主
体

の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
沖
縄
マ
ラ
ソ
ン
時

の
清
掃
、
又
、
独
居
老
人
宅
の
旧
盆
前
の
清
掃
等

に
多
く
の
会
員
が
積
極
的
に
参
加
、
地
域
と
の
交

流
に
大

き
く
貢
献
で
き
ま
し
た
。



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年６月５日 （５）

５
月
の
「
健
康
講
話
」
は
「
下
肢
静
脈
瘤
に
つ
い

て
」
で
し
た

―

足
の
ボ
コ
ボ
コ
が
気
に
な
り
ま
せ
ん
か

―

「
下
肢
静
脈
瘤
」
と
は
、
下
肢
の
静
脈
が
太
く
浮
き

出
て
い
る
も
の
を
言
い
ま
す
。
（
写
真
左
上
）

講
師
に
は
、
中
部
徳
洲
会
病
院
の
池
村
綾
先
生
に

お
願
い
し
ま
し
た
。

「
下
肢
静
脈
瘤
へ
の
罹
患
率
は
女
性
が
男
性
の
３

倍
、
予
防
法
と
し
て
は
、
長
時
間
の
立
ち
位
を
避
け

る
こ
と
。
ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
。
立

ち
仕
事
の
方
は
、
足
を
上
げ
て
休
む
こ
と
も
効
果
的
」

と
の
事
。
〝
難
治
性
皮
膚
潰
瘍
〞
等
余
病
の
原
因
と

な
り
ま
す
の
で
、
放
置
は
禁

物
で
す
。

＝

池
宮

隆

＝

『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』

健
康
講
話
テ
ー
マ

「
下
肢
静
脈
瘤
」

今
月
15
日
（
水
）
の
健
康
講
話
は
「
一

次
救
命
処
置
法
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

こ
の
救
命
処
置
を
早
期
に
行
う
事
に
よ
っ

て
、
救
命
率
を
飛
躍
的
に
上
げ
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。
心
臓
停
止
か
ら
何
も
処
置

せ
ず
に
３
分
が
経
過
す
る
と
、
死
亡
率
は

50
％
を
越
え
て
し
ま
い
ま
す
。

講
師
は
中
部
徳
洲
会
病
院

手
術
室
師
長
「
曽
根

史
郎
先
生
」

大
切
な
方
の
命
を
守
る
健
康
講
話
へ
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
23
年
６
月
15
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

場

所

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」

第
３
回

理
事
会
開
催

「
会
員
会
費
規
程
」
承
認
！

去
る
５
月
20
日
（
金
）
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ

ザ
会
議
室
に
於
い
て
、
第
３
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
本
日
は
５
月
30
日
開
催
の
総
会
に
提
案
さ
れ
る
、

直
接
会
員
に
関
す
る
会
員
の
会
費
規
程
に
つ
い
て
議

論
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
嘉
陽
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。第

１
号
議
案
「
会
員
会
費
規
程
に
つ
い
て
」
は
会

員
の
年
会
費
（
現
行
２
０
０
０
円
）
を
公
益
社
団
法

人
移
行
後
３
０
０
０
円
と
す
る
案
等
に
つ
い
て
示
さ

れ
た
。
多
く
の
時
間
を
か
け
て
議
論
の
末
、
提
案
内

容
通
り
承
認
さ
れ
た
。

健
康
講
話
テ
ー
マ

「
一
次
救
命
処
置
法
」

中
部
徳
洲
会
病
院

心
臓
血
管
外
科
部
長

池
村

綾

氏

第
１
回
地
区
長

・
地
域
班
長
会
議
開
催

去
る
５
月
６
日
（
金
）
、
平
成
23
年
度
第
１
回
地

区
長
・
地
域
班
長
会
議
が
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

会
議
室
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

「
地
区
長
及
び
地
域
班
長
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り

の
情
報
を
的
確
に
把
握
で
き
る
組
織
づ
く
り
が
大
切
。

そ
の
こ
と
が
シ
ル
バ
ー
事
業
を
生
か
す
こ
と
に
繋
が

り
ま
す
」
と
嘉
陽
理
事
長
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
①
地
区
・
地
域
班
の
今
後
の
活
動
に
つ

い
て
、
②
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
設
置
業
務
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
討
議
さ
れ
た
。

６月 の 「ぬ ちぐ すい タイム 」 ご あ ん な い

６
月
の
「
ぬ
ち
ぐ
す
い
タ
イ
ム
」

は
沖
縄
伝
統
芸
能
で
お
楽
し
み
い
た

だ
き
ま
す
。

【

民
舞
・
美
ら
島
音
頭

】

◎

６
月
１
日
（
水
）
・
８
日
（
水
）

午
後
３
時
〜
５
時

指
導
は
安
和

末
子
先
生

【

琉
舞
・
汀
間
当

】

◎

６
月
22
日
（
水
）
・
29
日
（
水
）

午
後
３
時
〜
５
時

指
導
は
渡
久
地

悦
子
先
生



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年６月５日 （６）

会
員
の
広
場

で

い

ご

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
会
員
の
広
場
〝
で
い
ご
〞
と
し
て
、

会
員
の
投
稿
、
作
品
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

応

募

要

項

琉
歌
・
川
柳
・
俳
句
・
詩
・
短
歌
・
コ
ラ
ム
・
体
験
談
・

漫
画
・
私
の
武
勇
伝
・
面
白
い
話
・
怖
い
話
等
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
又
、
当
セ
ン
タ
ー
及
び
『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』
へ

の
ご
意
見
、
ご
要
望
も
是
非
お
寄
せ
下
さ
い
。

匿
名
、
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
掲
載
は
自
由
で
す
が
、

応
募
に
際
し
て
は
会
員
番
号
明
記
の
上
、
総
務
・
広

報
委
員
会
ま
で
。

冷
え
つ
の
る
被
災
地
思
え
ば
温
か
き

布
団
に
寝
ぬ
る
有
難
さ
沁
む

い

に
じ

大
宜
味
の
湿
田
一
枚
紫
に

オ
ク
ラ
レ
ル
カ
の
花
の
色
冴
ゆ

作

ス
イ
マ
ー
（
コ
ザ
中
校
地
区
）

「
駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会
」

管
理
群
班
（
班
長
・
嘉
川
宗
義
）
で
は
去
る
５
月

18
日
（
水
）
、
19
日
（
木
）
の
両
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー

ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室
に
於
い
て
、
駐
車
場
整
理
業
務

に
お
い
て
の
サ
ー
ビ
ス
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を
目
指
し

て
、
今
年
度
第
１
回
目
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
東
洋
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
株
式
会
社
沖

縄
中
部
営
業
所
、
業
務
の
新
城

安
邦
氏
を
お
迎
え

し
ま
し
た
。

参
加
者
は
45
人
（
管
理
群
班
36
人
全
員
出
席
）
、

熱
の
入
っ
た
講
習
内
容
に
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
講
師
の
新
城
さ
ん
は
以
前
ホ
テ
ル
マ

ン
と
し
て
接
客
業
務
に

つ
い
て
い
た
そ
う
で
、

そ
の
体
験
を
活
か
し
た

講
義
は
非
常
に
分
か
り

易
い
内
容
で
し
た
。

初
参
加
者
含
め
45
人
が
受
講

新城 安邦 講師
初日・２日目の講習会には
初参加者10人を含む45人が受講

講
習
会
の
翌
日
、
市
役
所
へ
来
庁
さ
れ
た
お
客
様

か
ら
、
編
集
部
へ
次
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き

ま
し
た
。

「
５
月
20
日
、
９
時
頃
本
庁
駐
車
場
へ
入
っ
た
と
こ

ろ
、
地
下
入
り
口
に
お
ら
れ
た
シ
ル
バ
ー
会
員
に
親

切
・
丁
寧
に
案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
言
葉
づ
か
い

も
態
度
も
大
変
良
か
っ
た
で
す
。
そ
の
日
は
一
日
清
々

し
い
気
分
で
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
（
当
日
は
、
安
里
昌
栄
さ
ん
、
田

中
春
一
さ
ん
、
西
平
仁
さ
ん
が
就
業
し
て
い
ま
し
た
）

嘉
川
宗
義
管
理
群
班
長
は
、
「
大
変
う
れ
し
い
お

言
葉
！
。
講
習
会
で
教
わ
っ
た
事
を
素
直
に
実
践
し
、

今
後
と
も
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
会
員
を

目
指
し
ま
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

お
客
様
か
ら
〝
お
褒
め
の
言
葉
〞

コ
ザ
中
校
地
区

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

コ
ザ
中
校
地
区
（
地
区
長
・
松
江
義
男
）

で
は
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
体
力
増
強
を
目

指
し
、
恒
例
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ま
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

・
日

時

平
成
23
年
６
月
22
日
（
水
）

午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

・
場

所

コ
ザ
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

・
会

費

４
０
０
円

・
申
込
み

各
班
長
へ
６
月
12
日
ま
で
、
お
申
し

込
み
下
さ
い



６月の予定

10
日
（
金
）

午
前
10
時
〜

新
入
会
員
説
明
会

17
日
（
金
）

午
前
10
時
〜

理
事
会

15
日
（
水
）

午
後
２
時
〜

〝
健
康
講
話
〞

「
一
次
救
命
処
置
法
」

於
・
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や

29
日
（
水)

午
前
９
時
〜

刈
払
機
取
扱
い
講
習
会

（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年６月５日 （７）

５
月
新
入
会
員
紹
介

刈
払
機
取
扱
講
習
会
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
の
向
上
を
目
的
に

〞

開
催
日
・
平
成
23
年
６
月
29
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
12
時

場

所
・
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

草
刈
実
施
場
所

倉
敷
ダ
ム
（
予
定
）

・

参
加
者
が
少
な
い
場
合
に
は
、
翌
月
合
同

開
催
に
な
り
ま
す
。

・

参
加
希
望
者
は
６
月
27
日
（
月
）
迄
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。

呉
屋

順
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

北
川

洋
江

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

瑞
慶
山

謙
一

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

比
嘉

定
一

（
山
内
中
校
地
区
）

比
嘉

達
信

(

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

野
原

正
夫

（
美
里
中
校
地
区
）

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
１
Ｆ
で
行
っ
て
い
る

「
寺
小
屋
キ
ッ
ズ
」
に
現
在
７
人
の
生
徒
さ
ん
が

参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
同
２
Ｆ
へ
移
転
し
、
生
徒
さ
ん
の
数

も
倍
の
15
名
に
増
や
し
、
人
員
、
内
容
共
に
ス
ケ
ー

ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
の
特
別

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

会
員
の
ご
親
族
、
友
人
等
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

お
申
し
込
み
は
６
月
30
日
ま
で
に
事
務
局
ま
で

開
催
日

８
／
１

〜

８
／
31
迄
の

毎
週

月
・
水
・
金
曜
日

水
曜
日
午
後
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

（
食
事
つ
き
）

費

用

一
人
に
付
き
１
１
、
５
０
０
円
／
月

「
寺
小
屋
キ
ッ
ズ
」
が

ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
ま
す

夏
休
み
の
特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

レクリェーション内容

① 会員による、工芸・絵画・音楽等

指導ワークショップ

② 収穫し、作り、食べる食育指導

③ 屋外でのレクリェーション等

楽
し
く
学
習
す
る

現
在
の
「
寺
小
屋
」

５
月
は
女
性
２
人
・
男
性
４
人
合
計
６
人
の

方
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

「
農
業
同
好
会
」

結
成
の
お
知
ら
せ

沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
立

ち
上
げ
を
目
標
に
「
農
業
同
好
会
」
を
発
足
致
し
ま

す
。
自
宅
の
庭
等
で
趣
味
を
生
か
し
て
い
る
方
も
多

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
近
い
将
来
は
「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
で
の

農
産
物
販
売
、
弁
当
販
売
へ
の
素
材
提
供
等
実
益
を

兼
ね
た
〝
同
好
会
〞
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
農
業
へ
の
関
心
が
あ
る
方
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。世

話
人

又
吉

綱
一

（

連

絡

先

）

事
務
局

森
竹

邦
良

９
２
９
―
１
３
６
１



編

集

後

記

（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年６月５日 （８）

編

集

平
良

正
吉

崎
浜

和
秀

田
中

穰

写
真
協
力

池
宮

隆

仲
村

睦
秀

事
務
局
だ
よ
り

「
赤
十
字
社
」
か
ら
御
礼
状

社
団
法
人

沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
様

日
本
赤
十
字
社
沖
縄
県
支
部

支
部
長

仲
井
眞

弘
多

「
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
に
つ
い
て

時
下
、
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

赤
十
字
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
素
か
ら
格
別
の
ご
高
配
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
は
、
出
費
ご
多
端
の
折
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

平
成
23
年
東
北
関
東
大
震
災
へ
の
義
援
金
を
お
寄
せ
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
被
災
地
や
全
国
の
救
護
者
に
よ
る
復
旧
に
向
け
て
の

活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
者
の
生
活
の
立
て
直
し

に
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
被
災
者
の
救
援
を
行
っ
て
お
り
、
あ

な
た
様
か
ら
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
義
援
金
は
、
配
分
委
員
会
を

と
お
し
て
被
災
者
救
援
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
様
の
善
意
は
被
災
者
の
方
々
に
と
り
ま
し
て
、
物
心

両
面
に
わ
た
り
大
き
な
励
み
に
な
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
は
、
こ
の
よ
う
な
災
害
救
援
活
動
を
は
じ
め
、

国
際
救
援
活
動
、
医
療
施
設
及
び
福
祉
施
設
の
運
営
、
救
急
法
・

家
庭
看
護
等
の
普
及
、
赤
十
字
奉
仕
団
や
青
少
年
赤
十
字
の
育

成
、
医
療
に
必
要
な
輸
血
用
血
液
の
確
保
の
た
め
の
献
血
の
推

進
等
、
人
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
の
諸
事
業
を
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
赤
十
字
事
業
に
特
段
の
御
力
添
え
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
て
お
礼
と
い
た
し
ま
す
。

沖
縄
市
都
市
公
園
管
理
業
務
担
当

〝
新

入

職

員

の
横

顔

紹

介
〞

中
村

辰
史

５
月
総
会
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
新
年
度

本
格
始
動
で
す
。
総
会
で
示
さ
れ
た
「
中
期

事
業
計
画
」
の
主
役
は
や
は
り
高
齢
者
で
し
ょ

う
。

「
あ
な
た
の
生
き
が
い
は
何
で
す
か
？
」
の

問
い
に
「
友
人
と
一
緒
に
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
く
や
る
こ
と
で
す
」
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
す
る
の
が
生
き
が
い
で
す
」

高
齢
者
の
８
割
以
上
の
方
が
生
き
が
い

（
喜
び
や
楽
し
み
）
を
感
じ
て
い
ま
す
。

=

内
閣
府
の
『
高
齢
者
の
地
域
社
会
へ
の
参
加
に

関
す
る
意
識
調
査
』
よ
り

=

ま
た
、
地
域
社
会
と
積
極
的
に
関
わ
り
を

持
つ
高
齢
者
ほ
ど
、
健
康
余
命
が
長
い
こ
と

が
実
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

〝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
念
〞
が

だ
ぶ
っ
て
頭
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

多
く
の
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
幸
せ
を

感
じ
ま
す
。

更
に
７
万
円
被
災
者
へ

未
だ
に
９
０
０
０
人
以
上
の
方
が
行
方
不
明
と

い
う
大
惨
事
、
そ
れ
に
加
え
東
電
原
発
の
避
難
者

が
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
確
実
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
３
月
31
日
赤
十
字
社
へ
お
届

け
後
も
義
援
金
募
集
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４

月
28
日
迄
の
善
意
７
万
３
４
４
７
円
を
連
合
を
通

し
て
、
全
シ
協
へ
送

金
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
義
援
金
募
集
活

動
は
引
き
続
き
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

が
一
日
も
早
く
元
の

生
活
に
戻
れ
ま
す
よ

う
祈
る
ば
か
り
で
す
。

公
園
管
理
業
務
全
般
の
補
佐

等
を
担
当
し
ま
す


